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く
生
き
抜
い
た
者
の
責
務
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
も
の
で

す
。 

 

二
十
二
年
ご
ろ
と
思
い
ま
す
、
作
業
班
に
対
し
ノ
ル
マ

が
上
が
ら
な
い
の
で
食
事
に
よ
り
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以

上 

一
級
食
、
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上 

二
級
食
、
以
下

三
級
食
。
お
国
柄
働
か
ざ
る
者
は
食
う
べ
か
ら
ず
、
食
べ

盛
り
の
若
者
達
の
共
食
で
し
た
。
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

作
業
の
方
は
建
築
関
係
と
変
り
、
大
工
、
佐
官
、
石
積
み
、

レ
ン
ガ
積
み
、
仕
事
も
多
様
化
し
て
く
る
。 

 

こ
の
こ
ろ
よ
り
民
主
化
運
動
盛
ん
と
な
る
。
吊
し
上
げ

な
ど
見
ら
れ
る
様
に
な
る
。
作
業
班
等
組
織
替
え
が
行
わ

れ
る
様
に
な
る
。
年
齢
層
に
よ
り
青
年
行
動
隊
。
私
の
作

業
、
建
築
関
係
の
資
材
運
搬
で
収
容
所
で
は
ノ
ル
マ
も
上

位
の
方
で
し
た
。
風
呂
の
方
も
周
期
的
に
入
れ
る
よ
う
に

な
り
着
替
え
も
で
き
、
虱
と
も
お
別
れ
で
き
ま
し
た
。
ソ

連
式
健
康
診
断
は
お
尻
の
弾
力
で
軍
医
夫
人
が
一
級
二
級
、

営
外
作
業
、
三
級
軽
作
業
を
決
め
る
。 

 

ソ
連
の
農
業
生
産
組
織
に
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
（
国
営
）
、
コ

ル
ホ
ー
ズ
（
法
人
）
の
二
つ
あ
る
。
二
十
四
年
ご
ろ
よ
り

ソ
連
式
労
働
賃
金
、
そ
の
量
と
質
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
様

に
な
り
。
二
十
四
年
五
月
ラ
イ
チ
ハ
よ
り
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

に
転
属
、
主
と
し
て
農
作
業
、
八
月
下
旬
ダ
モ
イ
の
案
内

あ
り
。 

 

ナ
ホ
ト
カ
九
月
一
日
乗
船
、
恵
山
丸
。
九
月
四
日
、
五

年
ぶ
り
懐
か
し
の
故
郷
へ
入
国
の
手
続
き
が
終
わ
り
、
五

日
我
が
家
へ
。 

 

過
去
六
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら

筆
を
取
る
わ
け
で
年
月
日
の
誤
差
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。 

 

戦
後
生
ま
れ
世
代
が
七
割
を
超
え
、
戦
争
に
対
す
る
意

識
が
薄
れ
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
労
苦
を
終
ら
せ
ず
に

子
々
孫
々
に
語
り
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

現 

住 

所 
 

千
葉
県
香
取
郡
小
見
川
町
久
保 

生
年
月
日 

 

大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
日 

学 

歴 

等 
 

良
文
尋
常
高
等
小
学
校
卒
、
農
業 

兵 
 

歴 
 

昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日 

神
奈
川 
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改
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役
員 

神
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総
代 

実
行
組
合
長 

抑
留
者
協

会
役
員 

農
業
委
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（
千
葉
県 

 
兼
平 

正
二
）  

北
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よ
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地
獄
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
記 

千
葉
県 

 

堀 

越 

宗 

悦 
 

 

  

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
十
日
繰
上
げ
検
査

で
現
役
兵
と
し
て
、
柏
の
東
部
八
十
三
部
隊
へ
入
隊
す
る
。

当
時
は
静
岡
県
の
大
地
震
で
東
海
道
線
は
不
通
で
中
央
線

で
先
発
し
博
多
で
一
泊
し
、
映
画
・
亀
山
公
園
の
見
学
等

で
最
後
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。
後
発
隊
と
合
流
し
、
米
潜

水
艦
の
出
没
す
る
日
本
海
博
多
港
よ
り
夜
陰
に
乗
じ
駆
逐

艦
の
護
衛
で
出
航
し
た
。
十
二
月
の
玄
界
灘
は
大
陸
か
ら

吹
き
付
け
る
強
風
で
波
が
荒
い
と
聞
い
て
い
た
が
折
悪
し

く
天
候
が
急
変
、
雹
が
甲
板
を
叩
く
。
三
千
ト
ン
級
の
船

は
木
の
葉
の
ご
と
く
大
揺
れ
。
船
首
が
上
っ
た
時
は
良
い

が
、
逆
に
船
首
が
下
っ
た
時
は
ス
ク
リ
ュ
ウ
の
空
回
転
で

こ
の
ま
ま
海
中
に
沈
ん
で
し
ま
う
の
か
と
同
年
兵
は
皆
備

え
付
け
の
洗
面
器
を
抱
え
っ
ぱ
な
し
。
も
う
口
や
腹
か
ら

出
る
物
は
何
も
無
い
。
早
朝
釜
山
港
は
波
も
静
ま
り
全
員

上
陸
、
元
気
を
取
り
戻
す
。
列
車
は
朝
鮮
半
島
を
縦
断
、
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鴨
緑
江
を
通
過
、
満
州
へ
。
奉
天
（
瀋
陽
）、
山
海
関
よ
り

北
支
へ
、
北
京
か
ら
は
万
里
の
長
城
を
右
の
山
麓
に
眺
め

弘
師
団
本
部
の
在
る
新
郷
着
、
更
に
龍
海
線
に
乗
り
替
え

開
封
の
旅
団
本
部
に
一
泊
し
、
更
に
二
十
キ
ロ
東
の
蘭
風

の
二
〇
五
大
隊
に
到
着
し
岡
田
大
隊
長
の
訓
辞
が
あ
り
、

閲
兵
分
列
行
進
を
行
い
、
更
に
南
へ
二
十
キ
ロ
杞
県
の
第

四
中
隊
へ
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
約
八
十
人
の
初
年
兵
は
配
属

さ
れ
た
。 

 
 

北
支
の
攻
防
戦
か
ら
満
州
へ 

 

二
十
年
正
月
明
け
よ
り
三
カ
月
の
厳
し
い
現
地
教
育
が

開
始
さ
れ
、
郊
外
の
野
外
演
習
中
の
二
～
三
月
ご
ろ
に
な

る
と
「
黄
塵
万
丈
」
天
候
は
急
変
、
現
地
の
人
も
恐
れ
て

い
る
砂
嵐
、
日
中
で
も
真
暗
く
な
り
雷
鳴
も
伴
い
、
方
向

感
覚
も
失
う
も
の
で
あ
り
戦
争
も
演
習
も
で
き
な
い
、
直

に
兵
舎
へ
早
駆
け
で
帰
隊
す
る
の
で
あ
つ
た
。 

 

一
期
の
検
閲
を
無
事
終
了
、
八
十
人
の
初
年
兵
は
全
員

二
つ
星
と
な
り
一
人
前
の
兵
隊
と
な
る
の
も
束
の
間
、
弘

一
一
七
師
団
、
独
歩
二
〇
五
大
隊
に
は
第
三
次
河
南
作
戦

に
出
動
命
令
が
下
達
さ
れ
た
。 

 

米
空
軍
の
制
空
権
下
、
洛
陽
よ
り
南
へ
奥
深
く
激
し
い

攻
防
戦
を
展
開
、
ほ
と
ん
ど
が
払
暁
黎
明
攻
撃
で
あ
っ
た
。

七
月
初
め
の
早
朝
ま
た
Ｐ
51
か
と
思
い
き
や
突
然
二
百

メ
ー
ト
ル
上
空
に
現
れ
た
の
は
真
赤
な
日
の
丸
の
友
軍
機

で
は
な
い
か
、
部
隊
は
歓
喜
思
わ
ず
万
歳
を
叫
ん
だ
。
こ

の
零
戦
が
「
部
隊
は
直
に
原
隊
に
帰
れ
」
の
命
令
で
直
に

反
転
、
日
中
は
山
野
で
休
止
、
日
没
よ
り
連
夜
の
眠
っ
て

歩
い
た
強
行
軍
、
カ
ー
ブ
で
は
一
人
二
人
と
銃
を
担
い
で

折
り
重
な
っ
て
倒
れ
、
一
同
ハ
ッ
と
目
を
覚
ま
し
、
ま
た

歩
く
。
長
途
の
行
軍
で
鄭
州
よ
り
列
車
に
乗
り
込
み
駐
屯

地
の
杞
県
の
四
中
隊
よ
り
息
つ
く
間
も
な
く
風
雲
急
な
満

州
へ
転
戦
。
山
海
関
付
近
の
車
中
で
八
月
九
日
午
前
〇
時

ソ
連
軍
は
日
ソ
中
立
条
約
を
一
方
的
に
破
棄
し
ソ
満
国
境

侵
攻
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
る
。 

 

部
隊
は
や
が
て
大
混
乱
の
新
京
（
長
春
）
駅
に
到
着
、

命
令
受
領
で
指
揮
班
は
関
東
軍
司
令
部
へ
、
直
に
南
新
京

へ
後
退
、
新
装
な
っ
た
ば
か
り
の
桜
ヶ
丘
女
学
校
を
宿
舎

に
、
外
蒙
古
、
葛
根
廟
、
白
城
子
方
面
よ
り
侵
攻
中
の
ソ

連
軍
迎
撃
の
任
に
着
い
た
。
郊
外
の
陣
地
構
築
と
現
役
兵
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の
独
身
者
で
編
成
さ
れ
た
特
攻
隊
と
な
り
三
十
六
個
の
黄

色
爆
弾
を
装
填
さ
れ
た
破
甲
爆
雷
を
背
負
い
日
夜
猛
特
訓

が
続
行
さ
れ
た
。 

 

明
日
に
迫
っ
た
ソ
連
軍
の
四
十
ト
ン
戦
車
迎
撃
の
準
備

す
べ
て
完
了
し
た
。
付
近
の
交
番
か
ら
お
巡
り
さ
ん
が
、

「
兵
隊
さ
ん
正
午
に
重
大
放
送
が
あ
る
」
と
駆
け
込
ん
で

来
た
。 

 
 

南
新
京
で
敗
戦 

 

猛
暑
の
南
新
京
の
交
番
で
聞
い
た
八
月
十
五
日
の
陛
下

の
玉
音
放
送
は
無
条
件
降
伏
で
あ
っ
た
。
戦
争
は
敗
け
た

の
だ
、
今
ま
で
張
り
詰
め
て
い
た
心
身
と
も
に
空
白
と
な

り
茫
然
と
な
る
も
部
隊
は
直
に
重
要
書
類
の
焼
却
、
深
夜

と
も
な
れ
ば
北
支
戦
線
を
生
き
抜
い
て
き
た
戦
友
は
敗
戦

の
シ
ョ
ッ
ク
で
手
榴
弾
爆
破
に
よ
る
自
殺
者
が
毎
夜
続
い

た
。 

 

ソ
連
兵
は
昼
夜
の
別
な
く
兵
舎
内
に
入
り
込
み
腕
時
計
、

万
年
筆
等
の
略
奪
を
極
め
、
ま
た
奥
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
る
婦
人
達
は
髪
は
坊
主
刈
り
、
顔
に
は
鍋
墨
を
塗
り
軍

服
着
用
、
男
装
と
な
る
も
ソ
連
兵
の
暴
行
は
目
に
余
る
も

の
が
あ
っ
た
。
新
天
地
を
求
め
て
渡
満
し
敗
戦
時
の
一
般

居
留
民
の
苦
労
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
く
、
現
地
に
在
っ
た

者
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。 

 
 

武
装
解
除 

 

南
新
京
よ
り
公
主
嶺
の
戦
車
隊
ま
で
満
州
は
既
に
雨
期

と
な
り
外
被
着
用
す
る
も
び
し
ょ
濡
れ
の
行
軍
。
途
中
、

日
本
軍
に
対
し
満
軍
の
反
乱
、
高
射
砲
の
水
平
射
撃
「
耳

を
つ
ん
ざ
く
爆
破
音
」
で
多
く
の
悼
ま
し
い
犠
牲
者
が
続

出
し
た
。
日
本
軍
は
武
器
弾
薬
は
携
行
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
ソ
連
軍
か
ら
は
満
軍
に
対
す
る
抵
抗
は
堅
く
禁
じ
ら

れ
て
い
た
。 

 

戦
車
隊
に
到
着
す
る
や
北
支
戦
線
で
活
躍
し
た
三
八
式

歩
兵
銃
の
菊
の
御
紋
章
を
ヤ
ス
リ
で
消
し
銃
剣
と
護
身
用

の
手
榴
弾
の
す
べ
て
を
返
納
し
た
。 

 
 

満
州
と
決
別 

 

九
月
下
旬
部
隊
は
一
千
人
単
位
の
作
業
大
隊
が
編
成
さ

れ
、
ハ
ル
ピ
ン
駅
よ
り
ソ
連
監
視
兵
に
外
か
ら
施
錠
さ
れ

虜
囚
列
車
の
身
と
な
り
興
安
嶺
越
え
は
機
関
車
が
前
後
に

付
い
て
、
の
ろ
の
ろ
走
行
。
二
段
式
構
造
の
貨
車
内
は
す
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攻
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
る
。 

 

部
隊
は
や
が
て
大
混
乱
の
新
京
（
長
春
）
駅
に
到
着
、

命
令
受
領
で
指
揮
班
は
関
東
軍
司
令
部
へ
、
直
に
南
新
京

へ
後
退
、
新
装
な
っ
た
ば
か
り
の
桜
ヶ
丘
女
学
校
を
宿
舎

に
、
外
蒙
古
、
葛
根
廟
、
白
城
子
方
面
よ
り
侵
攻
中
の
ソ

連
軍
迎
撃
の
任
に
着
い
た
。
郊
外
の
陣
地
構
築
と
現
役
兵

 

361 

の
独
身
者
で
編
成
さ
れ
た
特
攻
隊
と
な
り
三
十
六
個
の
黄

色
爆
弾
を
装
填
さ
れ
た
破
甲
爆
雷
を
背
負
い
日
夜
猛
特
訓

が
続
行
さ
れ
た
。 

 

明
日
に
迫
っ
た
ソ
連
軍
の
四
十
ト
ン
戦
車
迎
撃
の
準
備

す
べ
て
完
了
し
た
。
付
近
の
交
番
か
ら
お
巡
り
さ
ん
が
、

「
兵
隊
さ
ん
正
午
に
重
大
放
送
が
あ
る
」
と
駆
け
込
ん
で

来
た
。 

 
 

南
新
京
で
敗
戦 

 

猛
暑
の
南
新
京
の
交
番
で
聞
い
た
八
月
十
五
日
の
陛
下

の
玉
音
放
送
は
無
条
件
降
伏
で
あ
っ
た
。
戦
争
は
敗
け
た

の
だ
、
今
ま
で
張
り
詰
め
て
い
た
心
身
と
も
に
空
白
と
な

り
茫
然
と
な
る
も
部
隊
は
直
に
重
要
書
類
の
焼
却
、
深
夜

と
も
な
れ
ば
北
支
戦
線
を
生
き
抜
い
て
き
た
戦
友
は
敗
戦

の
シ
ョ
ッ
ク
で
手
榴
弾
爆
破
に
よ
る
自
殺
者
が
毎
夜
続
い

た
。 

 

ソ
連
兵
は
昼
夜
の
別
な
く
兵
舎
内
に
入
り
込
み
腕
時
計
、

万
年
筆
等
の
略
奪
を
極
め
、
ま
た
奥
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
る
婦
人
達
は
髪
は
坊
主
刈
り
、
顔
に
は
鍋
墨
を
塗
り
軍

服
着
用
、
男
装
と
な
る
も
ソ
連
兵
の
暴
行
は
目
に
余
る
も

の
が
あ
っ
た
。
新
天
地
を
求
め
て
渡
満
し
敗
戦
時
の
一
般

居
留
民
の
苦
労
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
く
、
現
地
に
在
っ
た

者
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。 

 
 

武
装
解
除 

 

南
新
京
よ
り
公
主
嶺
の
戦
車
隊
ま
で
満
州
は
既
に
雨
期

と
な
り
外
被
着
用
す
る
も
び
し
ょ
濡
れ
の
行
軍
。
途
中
、

日
本
軍
に
対
し
満
軍
の
反
乱
、
高
射
砲
の
水
平
射
撃
「
耳

を
つ
ん
ざ
く
爆
破
音
」
で
多
く
の
悼
ま
し
い
犠
牲
者
が
続

出
し
た
。
日
本
軍
は
武
器
弾
薬
は
携
行
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
ソ
連
軍
か
ら
は
満
軍
に
対
す
る
抵
抗
は
堅
く
禁
じ
ら

れ
て
い
た
。 

 

戦
車
隊
に
到
着
す
る
や
北
支
戦
線
で
活
躍
し
た
三
八
式

歩
兵
銃
の
菊
の
御
紋
章
を
ヤ
ス
リ
で
消
し
銃
剣
と
護
身
用

の
手
榴
弾
の
す
べ
て
を
返
納
し
た
。 

 
 

満
州
と
決
別 

 

九
月
下
旬
部
隊
は
一
千
人
単
位
の
作
業
大
隊
が
編
成
さ

れ
、
ハ
ル
ピ
ン
駅
よ
り
ソ
連
監
視
兵
に
外
か
ら
施
錠
さ
れ

虜
囚
列
車
の
身
と
な
り
興
安
嶺
越
え
は
機
関
車
が
前
後
に

付
い
て
、
の
ろ
の
ろ
走
行
。
二
段
式
構
造
の
貨
車
内
は
す
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し
詰
め
状
態
で
用
便
以
外
は
外
に
出
ら
れ
な
い
。
ソ
満
国

境
の
満
州
里
よ
り
ソ
連
入
り
、
駅
舎
は
ソ
連
機
に
破
壊
さ

れ
て
い
た
。
チ
タ
を
過
ぎ
列
車
は
や
が
て
バ
イ
カ
ル
湖
畔

を
走
る
こ
と
丸
一
日
、
世
界
最
大
の
湖
と
い
わ
れ
日
本
海

と
間
違
え
た
者
も
多
数
あ
っ
た
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
よ
り
更

に
西
へ
三
百
キ
ロ
、
炭
坑
の
町
チ
エ
レ
ン
ホ
ー
ボ
第
八
ラ

ー
ゲ
ル
収
容
所
着
。
全
員
裸
に
さ
れ
厳
重
な
装
具
検
査
で

め
ぼ
し
い
品
は
す
べ
て
没
収
さ
れ
、
二
重
張
り
の
有
刺
鉄

線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
四
つ
角
の
高
い
望
楼
か
ら
は
監
視
の

目
を
光
ら
せ
、
近
付
く
者
に
は
容
赦
な
く
マ
ン
ド
リ
ン
銃

を
発
砲
し
、
射
殺
さ
れ
た
者
は
多
数
あ
っ
た
。 

 

半
地
下
式
の
大
き
な
ソ
連
軍
の
兵
舎
で
弘
の
作
業
大
隊

が
最
初
に
入
所
し
て
の
作
業
は
製
材
所
よ
り
松
板
運
搬
、

四
人
用
寝
台
造
り
、
ト
イ
レ
の
穴
掘
り
。
兵
舎
よ
り
二
百

メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
る
所
へ
四
メ
ー
ト
ル
×
十
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
大
き
な
穴
の
上
へ
丸
太
を
二
本
あ
て
並
べ
た
野

外
共
同
ト
イ
レ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
や
が
て
十
一
月
と
も

な
れ
ば
足
場
も
大
便
も
凍
り
付
き
苦
労
し
た
。 

 
 

露
天
掘
り
炭
坑
開
始 

 

一
カ
月
遅
れ
で
入
所
し
て
き
た
の
は
、
や
は
り
終
戦
直

前
北
支
よ
り
入
満
し
た
陣
六
十
三
師
団
の
一
部
の
一
千
人

と
関
東
軍
司
令
部
の
八
百
人
、
計
二
千
八
百
人
が
第
八
ラ

ー
ゲ
ル
へ
収
容
さ
れ
た
。 

 

チ
エ
レ
ン
ホ
ー
ボ
に
は
以
前
か
ら
シ
ト
リ
ナ
ヤ
坑
内
炭

坑
等
数
箇
所
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
新
た
に
街
よ
り

四
キ
ロ
ぐ
ら
い
離
れ
た
白
樺
林
の
伐
採
か
ら
始
ま
り
、
穴

掘
り
と
二
人
用
の
板
の
「
モ
ッ
コ
」
で
土
運
搬
の
八
時
間

の
重
労
働
、
朝
食
は
エ
ン
バ
ク
の
お
粥
、
中
蓋
す
り
き
り

一
杯
の
少
量
で
、
満
腹
感
は
更
に
な
く
、
昼
食
用
の
黒
パ

ン
少
量
も
二
食
分
食
べ
て
し
ま
い
夕
方
四
時
ま
で
飲
ま
ず

食
わ
ず
の
連
続
で
あ
っ
た
。 

 

地
下
二
メ
ー
ト
ル
も
掘
る
と
真
っ
黒
な
石
炭
の
様
な
土

と
変
わ
り
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
下
は
無
尽
蔵
の
良
質
の
石

炭
で
あ
っ
た
。
十
月
末
よ
り
本
格
化
さ
れ
た
露
天
掘
り
作

業
は
三
交
替
制
と
な
り
、
八
時
か
ら
十
六
時
、
十
六
時
か

ら
二
十
四
時
と
、
特
に
夜
の
十
二
時
よ
り
明
日
の
八
時
ま

で
の
深
夜
作
業
は
骨
身
に
応
え
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

飢
餓
と
過
酷
な
労
働
で
体
力
は
み
る
み
る
消
耗
。
衛
生
状
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態
も
極
度
に
悪
く
虱
と
南
京
虫
に
よ
る
伝
染
病
が
大
発
生
。

赤
痢
、
発
疹
チ
フ
ス
と
栄
養
失
調
の
追
い
討
ち
で
友
は
バ

タ
バ
タ
と
倒
れ
、
収
容
所
の
谷
鉄
馬
連
隊
長
「
関
東
軍
司

令
部
」
出
身
と
我
が
弘
の
二
〇
五
大
隊
長
が
相
次
い
で
亡

く
な
ら
れ
た
。
こ
の
発
疹
チ
フ
ス
で
星
野
部
隊
長
は
四
〇

度
の
高
熱
で
意
識
不
明
と
な
り
ソ
連
軍
医
が
薬
と
偽
っ
て

ウ
オ
ッ
カ
を
口
に
注
ぎ
つ
い
に
他
界
さ
れ
た
。
部
隊
長
だ

け
は
軍
服
を
着
た
ま
ま
木
箱
に
入
れ
て
埋
葬
し
た
い
と
再

三
の
願
い
で
よ
う
や
く
許
可
さ
れ
た
。
部
下
思
い
の
部
隊

長
の
死
は
収
容
所
内
、
弘
部
隊
の
全
員
に
大
き
な
悲
し
み

と
一
層
の
不
安
を
募
ら
せ
た
。 

 

疲
れ
果
て
収
容
所
へ
帰
れ
ば
更
に
次
の
仕
事
が
待
っ
て

い
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
友
の
埋
葬
で
す
。
ロ
ス
ケ
が
ハ
ッ

パ
を
か
け
て
か
ら
の
穴
掘
り
作
業
、
馬
橇
に
積
み
重
ね
ら

れ
運
ば
れ
て
き
た
骨
と
皮
に
変
わ
り
果
て
た
十
数
体
の
遺

体
は
カ
ラ
ン
、
カ
ラ
ン
と
音
が
す
る
。
花
も
線
香
も
な
く

合
掌
作
業
は
夜
明
け
ま
で
続
い
た
。
こ
の
埋
葬
作
業
は
十

一
月
か
ら
一
月
ご
ろ
ま
で
健
康
な
者
で
毎
日
交
替
で
行
わ

れ
た
。
こ
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
、
「
ジ
マ
」
の
地
方
病

院
に
入
院
さ
れ
た
人
が
併
せ
て
九
百
人
以
上
に
も
及
ん
だ

と
い
わ
れ
た
。 

 
 

つ
い
に
盲
腸
患
者
と
変
わ
り
果
て 

 

収
容
所
内
は
伝
染
病
も
治
ま
り
シ
ベ
リ
ア
に
も
春
の
兆

し
が
見
え
始
め
、
雪
解
け
の
始
ま
っ
た
五
月
、
作
業
か
ら

帰
り
、
深
夜
の
腹
痛
と
吐
気
の
繰
り
返
し
の
発
作
が
あ
り
、

翌
日
は
同
僚
に
担
架
で
医
務
室
へ
運
ば
れ
診
断
を
受
け
る
。

医
務
室
に
は
関
東
軍
の
盲
腸
博
士
と
言
わ
れ
た
綿
谷
軍
医

大
尉
が
「
直
に
手
術
だ
」
と
言
っ
て
も
、
収
容
所
付
の
ソ

連
軍
医
は
局
部
を
温
め
て
一
昼
夜
様
子
を
み
て
手
術
は
そ

れ
か
ら
だ
と
、
綿
谷
軍
医
と
言
い
争
っ
て
い
る
様
子
が
伺

わ
れ
、
ソ
連
の
医
学
の
遅
れ
を
痛
感
し
た
。 

 

翌
日
予
定
通
り
ソ
連
軍
医
の
執
刀
で
手
術
は
開
始
す
る

も
も
は
や
手
遅
れ
と
な
り
手
に
負
え
ず
、
隣
に
待
機
し
て

い
た
綿
谷
軍
医
が
跡
を
引
き
継
い
で
く
れ
た
。
化
膿
も
治

り
傷
口
が
塞
が
る
こ
ろ
に
な
っ
た
。
午
後
に
な
る
と
毎
日

発
熱
が
続
い
た
。
綿
谷
軍
医
は
「
堀
越
も
う
一
度
腹
を
切

る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
軍
医
殿
に
「
こ
の
ま
ま
で

結
構
で
す
か
ら
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
下
さ
い
」
と
言
っ
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さ
れ
た
。
部
隊
長
だ

け
は
軍
服
を
着
た
ま
ま
木
箱
に
入
れ
て
埋
葬
し
た
い
と
再

三
の
願
い
で
よ
う
や
く
許
可
さ
れ
た
。
部
下
思
い
の
部
隊

長
の
死
は
収
容
所
内
、
弘
部
隊
の
全
員
に
大
き
な
悲
し
み

と
一
層
の
不
安
を
募
ら
せ
た
。 

 

疲
れ
果
て
収
容
所
へ
帰
れ
ば
更
に
次
の
仕
事
が
待
っ
て

い
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
友
の
埋
葬
で
す
。
ロ
ス
ケ
が
ハ
ッ

パ
を
か
け
て
か
ら
の
穴
掘
り
作
業
、
馬
橇
に
積
み
重
ね
ら

れ
運
ば
れ
て
き
た
骨
と
皮
に
変
わ
り
果
て
た
十
数
体
の
遺

体
は
カ
ラ
ン
、
カ
ラ
ン
と
音
が
す
る
。
花
も
線
香
も
な
く

合
掌
作
業
は
夜
明
け
ま
で
続
い
た
。
こ
の
埋
葬
作
業
は
十

一
月
か
ら
一
月
ご
ろ
ま
で
健
康
な
者
で
毎
日
交
替
で
行
わ

れ
た
。
こ
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
、
「
ジ
マ
」
の
地
方
病

院
に
入
院
さ
れ
た
人
が
併
せ
て
九
百
人
以
上
に
も
及
ん
だ

と
い
わ
れ
た
。 

 
 

つ
い
に
盲
腸
患
者
と
変
わ
り
果
て 

 

収
容
所
内
は
伝
染
病
も
治
ま
り
シ
ベ
リ
ア
に
も
春
の
兆

し
が
見
え
始
め
、
雪
解
け
の
始
ま
っ
た
五
月
、
作
業
か
ら

帰
り
、
深
夜
の
腹
痛
と
吐
気
の
繰
り
返
し
の
発
作
が
あ
り
、

翌
日
は
同
僚
に
担
架
で
医
務
室
へ
運
ば
れ
診
断
を
受
け
る
。

医
務
室
に
は
関
東
軍
の
盲
腸
博
士
と
言
わ
れ
た
綿
谷
軍
医

大
尉
が
「
直
に
手
術
だ
」
と
言
っ
て
も
、
収
容
所
付
の
ソ

連
軍
医
は
局
部
を
温
め
て
一
昼
夜
様
子
を
み
て
手
術
は
そ

れ
か
ら
だ
と
、
綿
谷
軍
医
と
言
い
争
っ
て
い
る
様
子
が
伺

わ
れ
、
ソ
連
の
医
学
の
遅
れ
を
痛
感
し
た
。 

 

翌
日
予
定
通
り
ソ
連
軍
医
の
執
刀
で
手
術
は
開
始
す
る

も
も
は
や
手
遅
れ
と
な
り
手
に
負
え
ず
、
隣
に
待
機
し
て

い
た
綿
谷
軍
医
が
跡
を
引
き
継
い
で
く
れ
た
。
化
膿
も
治

り
傷
口
が
塞
が
る
こ
ろ
に
な
っ
た
。
午
後
に
な
る
と
毎
日

発
熱
が
続
い
た
。
綿
谷
軍
医
は
「
堀
越
も
う
一
度
腹
を
切

る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
軍
医
殿
に
「
こ
の
ま
ま
で

結
構
で
す
か
ら
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
下
さ
い
」
と
言
っ
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た
ら
、「
貴
様
の
命
は
あ
と
幾
日
も
無
い
」
と
言
わ
れ
同
意

し
た
。 

 

最
初
の
手
術
は
思
わ
し
く
な
く
一
カ
月
後
に
再
手
術
と

な
り
、
「
明
日
は
我
が
身
に
」
の
諺
通
り
今
度
は
私
が
シ
ベ

リ
ア
の
土
に
な
る
番
か
と
覚
悟
す
る
も
、
幸
い
八
人
目
で
、

成
功
第
一
号
と
な
っ
た
。
粗
悪
な
食
糧
事
情
で
盲
腸
患
者

が
多
か
っ
た
。 

 

私
の
入
室
中
、
三
年
兵
の
川
西
衛
生
兵
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
今
で
も
印
象
深
い
。
河
南
作
戦
で
の
戦
闘
中
負

傷
者
が
続
出
し
治
療
中
、
自
分
も
右
大
腿
部
貫
通
銃
創
を

負
い
弾
雨
の
中
一
人
で
傷
口
を
ヨ
ー
チ
ン
で
消
毒
治
療
し

た
勇
猛
な
衛
生
兵
で
、
こ
の
ラ
ー
ゲ
ル
の
医
務
室
で
食
事

の
世
話
や
ら
包
帯
交
換
と
親
身
に
も
及
ば
ぬ
温
か
い
看
護

を
受
け
た
。
九
州
出
身
の
綿
谷
軍
医
殿
と
は
正
に
私
の
命

の
大
恩
人
で
し
た
。 

 
 

ポ
セ
ッ
ト
港
よ
り
北
朝
鮮
の
清
津
へ
上
陸 

 

チ
エ
レ
ン
ホ
ー
ボ
の
医
務
室
で
腹
部
に
大
き
な
二
本
の

傷
跡
を
残
し
結
果
は
順
調
に
快
復
途
上
、
東
京
ダ
モ
イ
の

朗
報
が
入
り
、
対
象
者
は
栄
養
失
調
、
伐
採
や
凍
傷
に
よ

る
手
足
の
切
断
者
等
で
、
ア
ッ
ペ
「
盲
腸
」
患
者
は
対
象

外
と
言
わ
れ
た
が
担
当
の
保
育
中
隊
長
が
弘
の
四
中
隊
長

「
田
池
勇
」
氏
の
計
ら
い
も
あ
り
九
死
に
一
生
を
得
て
北

朝
鮮
古
茂
山
セ
メ
ン
ト
工
場
へ
移
動
、
日
本
企
業
の
小
野

田
セ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
原
石
の
ト
ロ
ッ
コ
へ
積
込
作
業

は
重
圧
が
手
術
後
の
下
腹
部
へ
食
い
込
ん
だ
。
隣
の
富
寧

に
は
カ
ー
バ
イ
ト
工
場
が
あ
り
大
き
な
煙
突
か
ら
白
煙
が

黙
々
と
上
っ
て
お
り
、
日
本
の
抑
留
者
達
が
働
い
て
い
た
。 

 

こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
き
、
あ
と
少
し
の
辛
抱
だ
と
お
互

い
に
励
ま
し
合
う
も
栄
養
失
調
の
悪
化
と
伝
染
病
の
蔓
延

で
力
尽
き
、
山
腹
の
赤
松
林
に
眠
る
数
千
人
の
友
、
毎
日

五
人
、
十
人
と
亡
く
な
ら
れ
た
。
白
い
ご
飯
を
腹
い
っ
ぱ

い
食
べ
て
か
ら
死
に
た
い
と
言
っ
て
去
っ
て
行
っ
た
友
。

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
御
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

 

今
日
の
日
本
の
繁
栄
は
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
御

霊
の
上
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

後 

記 

 
第
二
次
大
戦
の
終
末
期
に
遭
遇
し
、
北
支
か
ら
自
宅
へ
。

写
真
と
遺
髪
、
遺
爪
を
送
り
届
け
戦
場
へ
と
、
抑
留
生
活
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を
通
じ
多
く
の
同
胞
を
失
っ
た
。
「
こ
の
労
苦
は
貴
様
が

書
い
て
く
れ
よ
地
下
に
眠
る
戦
友
達
の
叫
び
と
思
え
て
な

ら
な
い
」。 

 

あ
の
戦
争
を
知
ら
な
い
戦
後
生
れ
の
国
民
が
三
分
の
二

以
上
を
占
め
る
と
い
わ
れ
た
の
は
数
年
前
の
こ
と
。
敗
戦

後
六
十
余
年
を
経
過
し
私
は
人
生
節
目
の
傘
寿
を
過
ぎ
今

は
白
髪
光
頭
の
身
と
な
り
、
視
力
、
聴
力
、
記
憶
力
、
共

に
低
下
し
、
国
民
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
悲
惨
な
戦
争
は
再
び
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
生
還
し

て
き
た
我
々
に
は
是
非
次
世
代
へ
語
り
継
ぐ
責
務
が
あ
り
、

断
片
的
で
す
が
当
時
の
記
憶
の
糸
を
た
ど
り
な
が
ら
書
き

ま
し
た
。 

 

毎
年
挙
行
さ
れ
る
九
段
会
館
で
の
シ
ベ
リ
ア
死
没
者
全

国
慰
霊
祭
と
、
千
葉
県
支
部
主
催
の
護
国
神
社
隣
の
祈
念

碑
前
で
の
慰
霊
祭
に
参
加
し
て
、
六
十
余
年
前
の
青
春
を

酷
寒
、
凍
土
の
荒
野
に
不
帰
の
人
と
な
ら
れ
た
六
万
余
人

の
御
霊
に
往
時
を
偲
び
、
靖
国
神
社
と
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑
を
参
拝
し
静
か
に
余
生
を
送
っ
て
い
る
。 

 

戦
後
初
め
て
の
大
阪
万
博
で
ソ
連
館
を
見
学
し
た
。
四

メ
ー
ト
ル
四
方
も
あ
る
大
き
な
パ
ノ
ラ
マ
で
ソ
連
に
は
こ

ん
な
に
近
代
化
さ
れ
た
露
天
掘
り
炭
坑
が
あ
り
ま
す
と
チ

エ
レ
ン
ホ
ー
ボ
炭
坑
の
宣
伝
を
し
て
い
た
。
し
ば
ら
く
説

明
を
聞
い
て
い
た
が
私
は
懐
か
し
さ
も
あ
り
思
わ
ず
、
こ

の
炭
坑
は
我
々
日
本
人
の
抑
留
者
が
白
樺
林
を
切
り
開
き

多
く
の
友
を
失
い
な
が
ら
造
っ
た
の
で
す
と
言
っ
た
。
す

る
と
ソ
連
の
係
官
は
日
本
語
で
「
ど
う
も
御
苦
労
様
で
し

た
」
と
深
く
頭
を
垂
れ
、
そ
れ
で
は
記
念
に
ソ
連
館
の
バ

ッ
ジ
を
さ
し
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
胸
に
付
け
て
く
れ
た
の
は

思
い
出
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 
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白
樺
林
を
切
り
開
き

多
く
の
友
を
失
い
な
が
ら
造
っ
た
の
で
す
と
言
っ
た
。
す

る
と
ソ
連
の
係
官
は
日
本
語
で
「
ど
う
も
御
苦
労
様
で
し

た
」
と
深
く
頭
を
垂
れ
、
そ
れ
で
は
記
念
に
ソ
連
館
の
バ

ッ
ジ
を
さ
し
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
胸
に
付
け
て
く
れ
た
の
は

思
い
出
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

現 

住 

所 
 

千
葉
県
香
取
市
栗
源
町 

生
年
月
日 

 

大
正
十
四
年
十
月
二
十
八
日 

学 
 

歴 
 

昭
和
十
五
年
三
月 

栗
源
尋
常
高
等
学
小 

 
 
 
 

 
 

校
卒
業 

兵 
 

歴 
 

昭
和
十
九
年
十
二
月
十
日 

柏
東
部
八
十 

 
 
 
 

 
 

三
部
隊
入
隊 

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日 

北
支
派
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遣
弘
一
一
七
師
団 

独
歩
二
〇
五
大
隊 

河
南
省
杞
県 

第
四
中
隊
に
配
属 

昭
和
二
十
年
四
月 

第
三
次
河
南
作
戦
に

参
加 

昭
和
二
十
年
八
月
七
日
入
満 

敗
戦
は
南

新
京 

武
装
解
除
は
公
主
嶺 

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
日 

満
州
里
経
由 

入
ソ 

チ
エ
レ
ン
ホ
ー
ボ
第
八
収
容
所 

昭
和
二
十
一
年
七
月 

北
朝
鮮
古
茂
山
収

容
所
へ
移
動 

昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
三
日 

興
南
港

よ
り
太
瑞
丸
（
第
四
番
船
）
に
て
佐
世
保

に
上
陸 

復
員 

 

復
員
後
の
役
職 

農
事
組
合
長
、
区
長
、
土
地
改
良
、

構
造
改
善
事
業
の
役
員
、
神
社
総
代
、

香
取
神
宮
崇
敬
会
地
区
委
員
等
歴
任
、

現
在
は
菩
提
寺
の
総
代 

（
千
葉
県 

 

兼
平 

正
二
）  

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記 

福
井
県 

 

田 

畑 

覚 

意 
 

 

  

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
二
十
六
日
、
満
州
国

奉
天
省
熊
岳
城
に
て
武
装
解
除
。 

 

昭
和
二
十
年
十
月
八
日
、
大
連
か
旅
順
か
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
か
ら
日
本
へ
送
還
し
て
や
る
と
貨
車
に
乗
せ
ら
れ

北
へ
北
へ
満
州
里
を
経
由
し
て
チ
タ
州
西
方
二
十
キ
ロ
炭

坑
の
町
チ
ェ
ル
ノ
フ
ス
カ
ヤ
駅
到
着
、
第
四
収
容
所
に
収

容
さ
れ
た
。 

 

収
容
所
は
半
地
下
式
で
、
宿
舎
の
両
側
に
入
口
が
あ
り
、

中
央
を
通
路
に
し
て
両
側
が
二
段
ベ
ッ
ド
に
な
っ
て
い
る
。

収
容
所
の
周
囲
は
三
重
の
鉄
条
網
で
囲
ま
れ
、
ソ
連
兵
が

自
動
小
銃
を
持
っ
て
監
視
し
て
い
る
。
収
容
所
入
所
時
、

ソ
連
兵
の
身
体
検
査
が
あ
り
、
時
計
の
ネ
ジ
の
か
け
方
も

知
ら
な
い
兵
が
腕
時
計
や
万
年
筆
が
珍
し
く
て
取
り
上
げ
、

ソ
連
は
う
そ
つ
き
、
泥
棒
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

知
能
が
低
い
、
無
理
も
な
い
ソ
連
兵
や
労
働
者
は
掛
け
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算
割
り
算
が
で
き
ず
、
四
年
程
度
の
学
歴
と
聞
き
ま
す
。 

 

さ
て
入
ソ
初
年
度
の
冬
は
四
十
年
来
の
寒
気
と
か
、
寒

さ
が
厳
し
く
、
食
事
が
こ
う
り
ゃ
ん
、
粟
、
と
う
も
ろ
こ

し
、
小
麦
粉
の
雑
炊
と
ス
ー
プ
で
、
重
労
働
と
寒
さ
と
飢

え
の
た
め
、
栄
養
失
調
と
な
り
、
毎
日
一
人
二
人
と
死
ん

で
い
く
。
生
き
地
獄
で
あ
る
。 

 

冬
は
地
面
が
凍
っ
て
い
る
の
で
遺
体
を
近
く
の
丘
の
上

に
仮
安
置
し
て
お
き
、
春
、
雪
解
け
を
待
っ
て
埋
葬
す
る
。

異
郷
の
地
で
命
を
落
し
気
の
毒
至
極
で
あ
る
。 

 

私
は
衛
生
兵
で
あ
っ
た
た
め
、
免
れ
て
医
務
室
勤
務
と

な
り
、
職
務
上
ロ
シ
ア
語
、
医
療
用
単
語
を
学
び
、
読
み

書
き
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
診
断
の
助
手
、
入
室

患
者
の
看
護
、
ソ
連
病
院
派
遣
な
ど
勤
め
た
。
診
察
に
印

刷
し
た
カ
ル
テ
が
な
く
、
わ
ら
半
紙
に
鉛
筆
が
あ
て
が
わ

れ
る
だ
け
で
、
白
紙
に
横
線
を
引
く
の
が
上
手
に
な
っ
た
。 

 

医
務
室
は
日
本
の
軍
医
が
二
人
、
ソ
連
の
軍
医
が
二
人

で
、
風
邪
の
患
者
に
ガ
ラ
ス
容
器
の
吸
い
口
を
か
け
た
り
。

身
体
検
査
は
尻
の
筋
肉
を
つ
ま
ん
で
弾
力
性
に
よ
り
オ
カ

（
栄
養
失
調
）
か
ど
う
か
を
判
定
し
、
病
弱
者
は
休
養
室

に
入
れ
て
作
業
を
休
ま
せ
、
血
粉
の
錠
剤
を
与
え
る
。
野

蛮
の
よ
う
な
や
り
方
で
あ
る
。
入
室
患
者
に
は
白
パ
ン
、

米
粥
を
与
え
介
護
は
良
好
で
あ
っ
た
。 

 

初
年
度
食
事
が
悪
か
っ
た
の
は
、
ソ
連
が
食
糧
を
横
流

し
し
た
か
ら
だ
と
か
。
ソ
連
の
う
そ
つ
き
と
ご
ま
か
し
に

は
あ
き
れ
る
。
二
年
度
か
ら
は
寒
さ
に
慣
れ
た
せ
い
も
あ

る
が
、
黒
パ
ン
支
給
と
な
り
栄
養
失
調
が
減
少
し
た
。 

 

さ
て
、
入
ソ
し
て
洗
濯
を
し
た
記
憶
が
な
い
。
虱
が
沸

く
の
は
当
然
で
あ
る
。
衣
服
の
上
を
ゾ
ロ
ゾ
ロ
歩
い
て
い

る
。
虱
の
駆
除
が
月
一
回
あ
り
。
当
日
一
晩
だ
け
は
安
眠

で
き
る
。
入
浴
は
月
二
、
三
回
で
手
桶
二
杯
の
湯
で
体
を

洗
う
。
こ
の
よ
う
に
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
最
悪
の
環

境
、
最
低
の
生
活
を
よ
く
も
し
の
い
で
き
た
と
思
う
。
ハ

ラ
シ
ョ
ラ
ボ
ー
タ
ー
、
ソ
連
軍
医
に
認
め
ら
れ
て
病
弱
者

に
次
ぐ
早
い
ダ
モ
イ
（
帰
還
）、
感
無
量
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日
、
ナ
ホ
ト
カ
港
出
帆
、

大
郁
丸
。
五
月
二
十
九
日
、
舞
鶴
港
上
陸
。
昭
和
十
五
年

三
月
か
ら
満
州
、
比
島
、
北
支
、
中
支
、
豪
彊
を
転
戦
し
、

ソ
連
抑
留
二
年
九
か
月
を
含
め
て
八
年
三
か
月
ぶ
り
で
踏




